


令
和
四
年
三
月
七
日
再
校

青
葉
山
交
流
広
場
に
整
備
し
、
震
災
復

興
で
私
た
ち
を
支
え
た
音
楽
の
力
と
災

害
を
乗
り
越
え
る
力
を
未
来
に
つ
な
ぐ

ほ
か
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
を
推
進

し
、
投
資
を
呼
び
込
ん
で
い
き
ま
す
。

　
未
来
に
向
け
て
ま
ち
が
大
き
く
動
き

出
す
今
こ
そ
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心

し
て
大
い
に
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

が
重
要
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱

え
る
方
々
に
支
援
を
届
け
る
と
と
も
に
、

一
人
一
人
が
持
て
る
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
よ
う
全
力
で
応
援
し
ま
す
。

　
「
笑
顔
咲
く
杜
の
都
」
の
実
現
に
向

け
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
各
般
の

施
策
を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

世
界
に
誇
る
魅
力
と
活
力
を
生
み

出
す
ま
ち
づ
く
り

　
次
世
代
放
射
光
施
設
の
整
備
に
向
け

て
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な

ど
を
活
用
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創

出
に
取
り
組
み
、
仙
台
発
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
へ
と
つ
な
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
後

の
経
済
成
長
に
向
け
、
中
小
企
業
や
商

店
街
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
す
る
ほ
か
、

企
業
の
研
究
開
発
拠
点
な
ど
の
誘
致
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の

闘
い
が
始
ま
り
２
年
。
こ
の
間
、
医
療

関
係
者
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
市

の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍か

を
は
じ
め
、
情
報
化
の
進

展
や
気
候
変
動
問
題
、
少
子
高
齢
化
な

ど
、
都
市
を
取
り
巻
く
状
況
が
急
速
に

変
化
し
、
不
確
実
性
を
増
す
中
、
い
か

に
し
て
心
豊
か
な
暮
ら
し
と
ま
ち
の
持

続
的
発
展
を
実
現
し
て
い
く
の
か
、
今
、

そ
の
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
基
本
計
画
の
理
念
と
し
て
掲
げ
る
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震
災
か

ら
10
年
を
経
過
す
る
中
、
本
市
は
世
界

を
視
野
に
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
ス

テ
ー
ジ
へ
と
向
か
う
扉
を
開
き
ま
し
た
。

東
部
沿
岸
エ
リ
ア
を
新
た
な
交
流
を
促

す
拠
点
と
し
て
進
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、

青
葉
山
エ
リ
ア
を
本
市
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
を
象
徴
す
る
場
所
と
し
て
磨

き
上
げ
ま
す
。
音
楽
ホ
ー
ル
と
中
心
部

震
災
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
を
複
合
化
し
て 郡　和子

仙台市長

図
り
ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業
の
オ
ン

ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
販
路
開
拓
や
テ
レ

ワ
ー
ク
導
入
支
援
を
進
め
ま
す
。

　
仙
台
・
東
北
の
多
様
な
魅
力
を
伝
え

る
ロ
ー
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
後

を
見
据
え
、
台
湾
や
タ
イ
へ
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｇ

７
関
係
閣
僚
会
合
の
誘
致
を
交
流
人
口

拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
文
化

芸
術
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た

め
「（
仮
称
）
仙
台
市
文
化
芸
術
推
進

基
本
計
画
」
の
策
定
を
開
始
し
ま
す
。

　
本
市
の
良
好
な
都
市
環
境
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
好
機
と
な
る
全
国
都
市
緑
化
仙

台
フ
ェ
ア
の
開
催
準
備
を
加
速
す
る
と

と
も
に
、
世
界
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど

の
国
際
会
議
を
通
し
て
、
本
市
の
魅
力

を
国
内
外
に
発
信
し
ま
す
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向

け
て
は
、
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
括

回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
、
令
和
５
年
度

か
ら
の
全
市
展
開
に
向
け
て
一
部
地
域

に
お
い
て
先
行
実
施
し
ま
す
。

　
ガ
ス
事
業
民
営
化
に
つ
い
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
情
勢
の
変
化
を
捉
え
な
が
ら
着

実
に
取
り
組
み
、
地
域
経
済
の
活
性
化
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な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
資
す
る
も
の

と
な
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
を
惹ひ

き
付
け

ら
れ
る
よ
う
、
個
性
あ
る
エ
リ
ア
の
魅

力
を
さ
ら
に
引
き
出
し
ま
す
。
青
葉
山

エ
リ
ア
で
は
、
音
楽
ホ
ー
ル
と
中
心
部

震
災
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
の
複
合
整
備
に

向
け
た
基
本
構
想
に
着
手
す
る
と
と
も

に
「（
仮
称
）
青
葉
山
エ
リ
ア
文
化
観

光
交
流
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
仙
台
駅
周
辺
や
青
葉
通
・
一
番
町
エ

リ
ア
で
は
、
再
開
発
な
ど
を
支
援
す
る

ほ
か
、
青
葉
通
の
仙
台
駅
西
口
周
辺
に

お
い
て
、
公
共
空
間
の
利
活
用
効
果
な

ど
を
検
証
す
る
社
会
実
験
を
行
い
ま
す
。

　
定
禅
寺
通
エ
リ
ア
で
は
、
定
禅
寺
通

の
再
整
備
に
向
け
た
方
針
を
策
定
し
ま

す
。
市
役
所
本
庁
舎
敷
地
と
勾
当
台
公

園
市
民
広
場
の
一
体
的
利
活
用
に
関
す

る
社
会
実
験
に
取
り
組
む
ほ
か
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
が
顕
著
な
中
心
部
商
店

街
・
国
分
町
へ
の
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

　
東
部
沿
岸
エ
リ
ア
で
は
、
貞
山
運
河

の
利
活
用
を
含
む
活
性
化
や
回
遊
性
向

上
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
泉
中
央

エ
リ
ア
で
は
、
区
役
所
の
建
て
替
え
を

推
進
す
る
ほ
か
、
駅
前
広
場
な
ど
と
の

一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

多
様
な
視
点
か
ら
一
人
ひ
と
り
の

活
躍
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
検

魅力と活力に魅力と活力に溢溢
あふあふ
れ、市民一人一人がれ、市民一人一人が

活躍できるまちを目指して活躍できるまちを目指して
─令和４年度施政方針から─令和４年度施政方針から

査
・
医
療
提
供
体
制
の
確
保
、
学
校
や

子
育
て
関
連
施
設
な
ど
に
お
け
る
感
染

対
策
に
万
全
を
期
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
子
育
て
す
る
な
ら
仙
台
」
と
選
ば

れ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
新
生
児
誕
生
祝

福
事
業
や
若
年
層
の
戸
建
て
住
宅
取
得

に
対
す
る
助
成
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
、
令

和
５
年
度
か
ら
所
得
制
限
を
撤
廃
す
べ

く
準
備
を
進
め
ま
す
。
新
生
児
の
聴
覚

検
査
費
用
の
助
成
や
産
後
ケ
ア
事
業
に

お
け
る
訪
問
型
の
取
り
組
み
を
開
始
す

る
ほ
か
、
保
育
施
設
な
ど
に
お
け
る
１

歳
児
受
け
入
れ
枠
を
拡
充
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
子
ど
も
が
意
見
を
表
明
す
る
機

会
を
確
保
し
、
権
利
を
擁
護
す
る
「
子

ど
も
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
」
を
児
童
養
護
施

設
な
ど
に
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
児
童

相
談
所
の
支
援
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

　
学
び
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
環
境

づ
く
り
に
向
け
、
Ｇギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
令
和
５

年
度
の
夜
間
中
学
開
設
に
向
け
た
準
備

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
学
び
を
支
え
る
た
め
、
い
じ

め
防
止
等
に
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組

む
と
と
も
に
、
在
籍
学
級
外
教
室
「
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
設
置
校
拡
大
な
ど
に

よ
り
不
登
校
へ
の
対
応
を
強
化
し
ま
す
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
と
支

援
に
向
け
た
窓
口
を
設
置
す
る
ほ
か
、

障
害
の
あ
る
方
な
ど
の
家
族
に
向
け
た

親
な
き
あ
と
の
経
済
的
課
題
に
関
す
る

相
談
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
震
災
の

影
響
に
よ
り
心
身
に
不
安
を
抱
え
る

方
々
の
心
の
復
興
に
引
き
続
き
取
り
組

む
と
と
も
に
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る

女
性
や
若
者
が
安
心
で
き
る
環
境
を
整

え
、
活
躍
を
応
援
す
る
「（
仮
称
）
女

性
・
若
者
活
躍
推
進
会
議
」
を
開
催
し
、

支
援
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
地
域
に
お
い
て
は
「（
仮
称
）
町
内

会
応
援
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ま
つ
り
復
活
へ
の
後

押
し
や
町
内
会
の
担
い
手
確
保
な
ど
の

支
援
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
を
核
と
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
を
図
る

ほ
か
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
向
け
、
地
域
交
通
の
取
り

組
み
へ
の
支
援
を
拡
大
し
ま
す
。

◆

　
時
代
は
大
き
く
動
い
て
い
ま
す
。

「
挑
戦
を
続
け
る
、
新
た
な
杜
の
都

へ
」。
私
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
ま
さ

に
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

東北大学青葉山新キャンパス内
に設置される次世代放射光施設
（イメージ図）。令和６年度の本
格稼働に向け、研究拠点や企業
の立地促進等に取り組みます

提供：（一財）光科学イノベーションセンター

国内外の専門家等が集う世界
防災フォーラム。防災・減災
の取り組みを世界へ発信しま
す（写真は令和元年開催時）

保育施設等における１歳児の受
け入れを推進するなど、保育サ
ービスの充実を図ります



市が取り組む重点分野と主要事業について紹介します

起
業
支
援

１
億
２
６
０
４
万
円

　
仙
台
・
東
北
か
ら
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
を
連
続
的
に
生
み
出
す
「
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
形
成

を
推
進
す
る
た
め
、
産
学
官
金
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
支
援
団
体
と
連

携
し
た
情
報
発
信
や
集
中
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
起
業

や
起
業
後
の
事
業
継
続
、
成
長
に
関
す

る
支
援
を
行
い
ま
す
。

次
世
代
放
射
光
施
設
等
関
連
産
業
振

興

17
億
７
５
２
２
万
円

　
次
世
代
放
射
光
施
設
の
立
地
を
仙

台
・
東
北
の
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
付
加
価
値
の
創
造
な
ど
に
つ

な
げ
る
た
め
、
官
民
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
枠
組
み
に
基
づ
い
た
、
施
設

整
備
に
対
す
る
補
助
等
を
行
い
ま
す
。

企
業
立
地
促
進

４
億
８
２
７
１
万
円

　
次
世
代
放
射
光
施
設
の
認
知
度
向
上

や
利
活
用
促
進
を
図
る
た
め
、
全
国
の

企
業
等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

経
済
政
策
・
雇
用
対
策
推
進

２
５
９
億
１
２
０
４
万
円

　
「
仙
台
市
経
済
成
長
戦
略
２
０
２

３
」
に
基
づ
き
、
地
域
経
済
の
持
続
的

発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

す
。
最
先
端
技
術
を
活
用
し
た
未
来
都

市
構
想
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
な
ど

の
推
進
に
向
け
て
、
産
学
官
金
の
連
携

を
進
め
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
産
業
の

振
興
や
地
域
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
地

元
中
小
企
業
の
販
路
開
拓
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
後
の
地
域
経
済
の

活
性
化
に
向
け
て
、
中
心
部
商
店
街
・

国
分
町
の
集
客
力
向
上
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
や
、
商
店
街
等
で
買
い
回
り
を

促
進
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

※
金
額
は
い
ず
れ
も
１
万
円
未
満
切
り
捨
て

※
４
～
９
ペ
ー
ジ
の
主
要
事
業
で
は
、
一
部

の
事
業
費
の
中
に
、
再
掲
分
が
含
ま
れ
ま
す
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世
界
に
誇
る
魅
力
と
活
力
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り

主要
事業

催
し
ま
す
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
等
を
活

用
し
て
本
市
の
優
位
性
を
広
く
発
信
す

る
ほ
か
、
事
業
所
の
設
置
に
伴
う
新
た

な
投
資
に
応
じ
た
助
成
を
行
う
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
企
業
の
研
究
開
発
拠
点
や

本
社
機
能
な
ど
の
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。

Ｍマ

イ

ス

Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進

８
０
５
１
万
円

　
令
和
５
年
に
開
催
予
定
の
Ｇ
７
（
主

要
国
首
脳
会
議
）
関
係
閣
僚
会
合
に
つ

い
て
、
本
市
で
の
開
催
に
向
け
た
誘
致

活
動
等
を
実
施
し
ま
す
。
国
際
会
議
等

の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
や
、
企
業
系
会
議

等
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
誘
致
セ
ー
ル

ス
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
会
議
等
の

受
け
入
れ
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
お

よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま

す
。

東
北
連
携
推
進

１
億
８
３
８
８
万
円

　
東
北
の
各
都
市
や
関
係
団
体
等
と
連

携
を
強
化
し
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
客
の

周
遊
促
進
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。
東
北
の
文
化
や
歴
史
等
を
体

験
で
き
る
ロ
ー
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
促

進
す
る
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
観
光
の
推

進
や
、
東
北
の
夏
祭
り
を
活
用
し
た
観

光
物
産
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ

て
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
ま
す
。

文
化
振
興　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
10
億
６
８
５
万
円

　
「
楽
都
仙
台
」・「
劇
都
仙
台
」
の
取

り
組
み
を
進
め
、
都
市
の
個
性
と
市
民

の
創
造
性
を
生
み
出
す
文
化
芸
術
の
振

興
を
図
り
ま
す
。
文
化
芸
術
の
持
つ
多

様
な
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
べ
く
、

文
化
芸
術
振
興
の
新
た
な
方
向
性
を
示

す
「（
仮
称
）
仙
台
市
文
化
芸
術
推
進

基
本
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
事
例
等
の
調
査
な
ど
を
行

い
ま
す
。

ホームページ「オラツー東北！」では、
自宅にいながら東北の魅力を体感できる
オンラインツアーを紹介しています

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
推
進　
　

　
　
　
　
　
　
　
13
億
２
２
１
万
円

　
国
内
最
大
級
の
花
と
緑
の
祭
典
で
あ

る
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
令
和
５
年

度
の
開
催
に
向
け
、
会
場
整
備
工
事
や

植
物
調
達
、
広
報
宣
伝
、
会
場
運
営
等

の
事
前
準
備
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

観
光
振
興

　
　
　
　
　
　
　
14
億
３
１
９
４
万
円

　
「
仙
台
市
交
流
人
口
ビ
ジ
ネ
ス
活
性

化
戦
略
２
０
２
４
」
に
基
づ
き
、
地
域

ご
と
の
特
徴
や
魅
力
を
生
か
し
た
コ
ン

セ
プ
ト
づ
く
り
を
進
め
る
エ
リ
ア
別
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ほ
か
、
多
様
な
観
光

デ
ー
タ
に
基
づ
く
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復
に
向
け
、
外
国
人

向
け
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
や
受
け
入
れ

環
境
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
台
湾

や
タ
イ
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
国
・
地

域
別
の
嗜し

好こ
う

や
ニ
ー
ズ
等
に
応
じ
た
効

果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
ま

す
。

農
林
業
振
興

14
億
９
７
２
１
万
円

　
６
次
産
業
化
を
推
進
し
、
農
業
の
高

付
加
価
値
化
を
図
る
と
と
も
に
、
環
境

保
全
米
の
生
産
を
支
援
す
る
な
ど
、
地

産
地
消
を
促
進
し
ま
す
。
集
落
営
農
組

織
等
の
人
材
育
成
や
経
営
体
の
法
人
化

等
を
支
援
し
、
競
争
力
の
高
い
農
業
経

営
体
を
育
成
し
ま
す
。
用
水
路
等
の
農

業
用
施
設
の
更
新
を
進
め
る
ほ
か
、
ス

マ
ー
ト
農
業
機
械
の
導
入
経
費
の
補
助

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
木
材
の
利
用
を

促
進
す
る
た
め
、
新
築
住
宅
へ
の
県
産

木
材
の
使
用
に
対
す
る
支
援
を
行
う
な

ど
、
農
林
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

防
災
環
境
都
市
づ
く
り
推
進

６
４
３
１
万
円

　
杜
の
都
の
豊
か
な
環
境
を
生
か
し
な

が
ら
、
多
様
化
す
る
災
害
に
も
強
く
、

日
常
生
活
に
防
災
と
環
境
配
慮
が
織
り

込
ま
れ
た
「
防
災
環
境
都
市
」
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。
国
内
外
の
専
門
家
等
が

集
う
世
界
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
、
市
民

が
活
動
を
発
信
す
る
仙
台
防
災
未
来
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
を
通
じ
、
本
市
の
復

興
の
歩
み
や
防
災
環
境
都
市
づ
く
り
の

施
策
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

未利用食品をフードバンク団体等に寄付
する「フードドライブ」を実施するなど、
食品ロス削減に取り組みます

コロナ禍の影響を受けた中小企業を
支援するため、資金繰りや販路開拓
等の相談に応じる中小企業応援窓口
を開設しています

「全国都市緑化フェア」のメイン会場とな
る青葉山公園追廻地区のイメージ図

よ
る
取
り
組
み
を
国
内
外
に
発
信
し
ま

す
。

防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

２
億
７
１
７
７
万
円

　
避
難
所
に
お
け
る
感
染
症
対
策
物
資

の
配
備
拡
充
や
、
非
常
用
燃
料
の
更
新

を
行
い
ま
す
。
災
害
時
要
援
護
者
の
個

別
避
難
計
画
作
成
に
向
け
「
仙
台
市
災

害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」
の

見
直
し
を
行
う
な
ど
、
震
災
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
等
に

対
応
し
た
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

資
源
循
環
都
市
づ
く
り
推
進

71
億
９
０
８
０
万
円

　
令
和
５
年
度
か
ら
の
製
品
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
一
括
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
向

け
て
、
一
部
地
域
で
先
行
実
施
し
ま
す
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
定
日
収
集

を
開
始
す
る
と
と
も
に
拠
点
回
収
を
強

化
し
ま
す
。
ま
た
、
小
売
店
等
か
ら
生

じ
る
消
費
期
限
間
近
の
食
品
を
消
費
者

に
割
り
引
い
て
提
供
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
や
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
の
実
施
に
よ
り
、
食
品
ロ
ス
を
削
減

す
る
な
ど
、
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
、
資
源
循
環
の
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

脱
炭
素
都
市
づ
く
り
等
推
進

３
億
５
７
０
万
円

　
「
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

中
小
企
業
等
の
参
加
を
促
す
た
め
、
省

エ
ネ
・
再
エ
ネ
設
備
等
の
導
入
補
助
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
都
心
部
に
お
け
る

環
境
に
最
大
限
配
慮
し
た
建
築
物
（
グ

リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）
の
整
備
促
進

に
向
け
た
検
討
や
、
自
家
消
費
型
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促
進
を
図
る

な
ど
、
市
民
・
事
業
者
と
連
携
し
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
地
球
温
暖
化
対
策

を
推
進
し
ま
す
。

ガ
ス
事
業
の
民
営
化

２
３
１
４
万
円

　
ガ
ス
小こ

売う
り
全
面
自
由
化
や
人
口
減
少

に
伴
う
事
業
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
な
ど
、
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
も
資
す
る
よ
う
、
公

募
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
民
営
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。



市が取り組む重点分野と主要事業について紹介します
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多
様
な
視
点
か
ら
一
人
ひ
と
り
の
活
躍
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

主要
事業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

１
５
７
億
２
３
６
１
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予

防
お
よ
び
感
染
症
患
者
に
対
す
る
適
切

な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
し
、
感
染
拡

大
防
止
に
努
め
ま
す
。
発
熱
患
者
に
対

す
る
迅
速
な
医
療
体
制
等
の
拡
充
を
図

る
た
め
、
初
期
救
急
医
療
機
関
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
体
制
の
確
保
や
希
望
す
る
市
民
に

対
す
る
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施

し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
終
息
後
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
対
応

の
振
り
返
り
と
事
後
検
証
を
行
い
ま
す
。

す
こ
や
か
子
育
て
プ
ラ
ン
推
進　
　

　
　
　
　
　
７
５
２
億
６
２
６
４
万
円

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
保
育
環
境
の
充
実

等
に
取
り
組
み
ま
す
。
子
ど
も
が
意
見

を
表
明
す
る
機
会
を
確
保
し
、
権
利
を

擁
護
す
る
「
子
ど
も
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
」

を
児
童
養
護
施
設
な
ど
に
派
遣
す
る
ほ

か
、
児
童
相
談
所
の
大
規
模
改
修
や
児

童
館
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
行
い

ま
す
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
体

制
を
強
化
す
る
た
め
、
新
た
に
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
な
ど
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
各
種
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
期
に
わ

た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実

６
７
２
億
５
２
５
万
円

　
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
度
か
ら
の
所
得
制
限
の
撤
廃

に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
修
を
進
め
ま
す
。

先
天
性
聴
覚
障
害
の
早
期
発
見
・
療
育

に
つ
な
げ
る
た
め
、
新
生
児
を
対
象
と

し
た
聴
覚
検
査
の
費
用
を
助
成
す
る
ほ

か
、
保
育
施
設
な
ど
に
お
け
る
１
歳
児

受
け
入
れ
枠
を
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、

産
後
ケ
ア
事
業
の
対
象
と
な
る
母
子
を
、

産
後
１
年
未
満
ま
で
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
訪
問
型
支
援
を
新
た
に
開
始
す
る

な
ど
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
期

に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
育
ち
と
子

育
て
を
応
援
し
て
い
く
環
境
づ
く
り

　

２
億
７
５
４
５
万
円

　
新
生
児
誕
生
祝
福
事
業
と
し
て
、
子

ど
も
が
誕
生
し
た
家
庭
に
対
し
、
育
児

用
品
・
地
場
産
品
な
ど
が
選
べ
る
カ
タ

ロ
グ
ギ
フ
ト
を
贈
呈
し
ま
す
。
ま
た
、

若
い
世
代
の
本
市
へ
の
定
着
を
図
る
た

め
、
若
年
層
の
子
育
て
し
や
す
い
良
好

な
戸
建
て
住
宅
取
得
に
対
す
る
助
成
を

開
始
す
る
ほ
か
、
男
性
の
育
児
休
業
取

得
促
進
に
向
け
た
啓
発
等
を
行
い
、
地

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
若
者
の
地
元
定
着
促
進

１
億
６
６
７
７
万
円

●
仙
山
連
携
推
進

６
９
３
万
円

●
国
際
姉
妹
都
市
等
と
の
交
流

１
６
２
８
万
円

●
国
内
姉
妹
都
市
と
の
交
流６

３
２
万
円

●
震
災
復
興
メ
モ
リ
ア
ル

１
億
９
３
７
３
万
円

●
救
急
体
制
整
備　
　
　
　
　
　
　
　

８
億
３
７
４
１
万
円

●
安
全
・
安
心
確
保
の
取
り
組
み　
　

　
　
　
　
　
22
億
４
５
１
１
万
円

●
総
合
的
な
浸
水
対
策

35
億
９
０
２
７
万
円

●
都
市
計
画
街
路
整
備

17
億
７
３
７
７
万
円

●
道
路
新
設
改
良　
　
　
　
　
　
　
　

88
億
４
１
２
３
万
円

●
橋
り
ょ
う
整
備　
　
　
　
　
　
　
　

35
億
７
９
５
７
万
円

●
公
園
整
備　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

17
億
４
６
３
４
万
円

●
八
木
山
動
物
公
園
整
備

１
億
６
４
６
９
万
円

青
葉
山
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り

２
億
６
９
１
２
万
円

　
青
葉
山
エ
リ
ア
の
価
値
や
機
能
を
高

め
る
各
種
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

エ
リ
ア
内
の
相
互
連
携
を
推
進
し
、
魅

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
青
葉
山
エ
リ

ア
に
お
け
る
文
化
観
光
を
推
進
し
、
交

流
人
口
拡
大
を
図
る
た
め
「（
仮
称
）

青
葉
山
エ
リ
ア
文
化
観
光
交
流
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
青
葉
山

公
園
を
杜
の
都
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
公

園
と
し
て
整
備
す
る
ほ
か
、
仙
台
城
大

手
門
復
元
関
連
基
礎
調
査
を
含
む
総
合

的
な
調
査
等
を
実
施
し
、
歴
史
と
趣
を

感
じ
る
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

音
楽
ホ
ー
ル
・
中
心
部
震
災
メ
モ
リ

ア
ル
拠
点
複
合
整
備

２
５
６
６
万
円

　
青
葉
山
エ
リ
ア
に
、
総
合
的
な
文
化

芸
術
の
拠
点
と
な
る
音
楽
ホ
ー
ル
と
災

害
文
化
の
創
造
を
担
う
中
心
部
震
災
メ

モ
リ
ア
ル
拠
点
を
複
合
整
備
す
る
た
め
、

基
本
構
想
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

勾
当
台
・
定
禅
寺
通
エ
リ
ア
の
ま
ち

づ
く
り

13
億
３
５
８
３
万
円

　
定
禅
寺
通
エ
リ
ア
の
魅
力
向
上
を
き

っ
か
け
と
し
た
、
都
心
全
体
の
回
遊
性

や
活
力
向
上
を
目
指
し
、
定
禅
寺
通
の

活
性
化
に
係
る
基
本
的
な
方
針
を
策
定

し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
本
庁
舎
敷
地

と
勾
当
台
公
園
市
民
広
場
の
一
体
的
利

活
用
に
関
す
る
社
会
実
験
に
取
り
組
む

ほ
か
、
新
本
庁
舎
の
実
施
設
計
や
勾
当

台
公
園
再
整
備
基
本
計
画
の
策
定
等
を

行
い
ま
す
。

都
心
再
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
３
億
９
３
６
１
万
円

　
に
ぎ
わ
い
と
交
流
、
継
続
的
な
経
済

活
力
を
生
み
出
し
続
け
る
「
躍
動
す
る

都
心
」
を
目
指
し
、
都
心
の
機
能
強
化

を
進
め
ま
す
。
市
街
地
再
開
発
を
目
指

す
地
元
団
体
へ
の
活
動
支
援
な
ど
、
都

心
の
再
整
備
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

居
心
地
が
良
く
巡
り
歩
き
た
く
な
る
ま

ち
な
か
空
間
を
創
出
す
る
た
め
、
青
葉

通
駅
前
エ
リ
ア
で
社
会
実
験
を
実
施
し
、

公
共
空
間
の
在
り
方
の
検
討
を
進
め
る

と
と
も
に
、
宮
城
野
通
や
肴さ
か
な

町
公
園
等

の
利
活
用
を
推
進
し
、
都
心
全
体
の
魅

力
と
回
遊
性
を
一
層
高
め
ま
す
。

機
能
集
約
型
都
市
づ
く
り
の
推
進
と

良
好
な
居
住
地
域
づ
く
り

39
億
９
４
８
５
万
円

　
鉄
道
を
基
軸
と
し
た
機
能
集
約
型
の

都
市
づ
く
り
に
継
続
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
な

ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
歩
行
空
間
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
昇
降
施
設
整
備
な

ど
鉄
道
駅
周
辺
環
境
の
整
備
や
、
仙
台

Mマ

ー

ス

a
a
S
の
推
進
な
ど
を
行
い
ま
す
。

交
遊
の
海
辺
づ
く
り２

億
１
１
９
０
万
円

　
東
部
沿
岸
地
域
に
お
い
て
、
貞
山
運

河
の
活
用
を
含
め
た
海
浜
エ
リ
ア
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
に
関
す
る
構
想
の
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。「
新
浜
み
ん
な
の

家
」
や
「
な
か
の
伝
承
の
丘
」
な
ど
の

活
用
・
発
信
へ
の
支
援
や
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
地
元
住
民
等
に
よ
る
ア
ー
ト
作

品
の
制
作
な
ど
、
東
日
本
大
震
災
の
記

憶
の
継
承
と
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、

沿
岸
部
各
地
区
の
魅
力
を
つ
な
ぎ
、
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

地
域
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推

進

９
４
９
７
万
円

　
地
域
に
よ
り
異
な
る
課
題
に
き
め
細

か
く
対
応
し
、
多
様
な
主
体
が
持
つ
力

を
課
題
解
決
や
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
な
ど

に
生
か
す
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
長
町
地
域
で
は
、
地
域
団
体
等
と

域
全
体
で
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
す
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

G
ギ

ガ

I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進

６
億
４
７
７
５
万
円

　
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
を
育
成

し
、
多
様
な
学
び
で
豊
か
な
創
造
性
を

育
む
た
め
、
I
C
T
を
活
用
し
た
教
育

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
１
人
１
台
の
情

報
端
末
に
、
学
習
状
況
の
把
握
等
を
効

ICTを活用して、一人一人に合わせた学び
を実現し、自ら考え、課題を解決できる力
を育みます

連
携
し
、
に
ぎ
わ
い
創
出
と
域
内
外
の

交
流
促
進
を
図
り
ま
す
。
泉
中
央
地
区

で
は
、
区
役
所
の
建
て
替
え
に
伴
い
新

た
に
整
備
す
る
区
民
広
場
等
の
利
用
促

進
に
向
け
た
検
討
な
ど
を
行
い
ま
す
。

新浜町内会による「新浜フットパス」。
貞山運河の魅力を体感できる船遊びや
周辺散策などを行っています

率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
授
業
支
援

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、

授
業
や
機
器
操
作
の
支
援
等
を
行
う
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
を
拡
充
し
、
全
市

立
学
校
に
訪
問
で
き
る
体
制
を
確
保
し

ま
す
。

35
人
以
下
学
級
の
実
施

６
億
３
８
３
８
万
円

　
小
学
校
に
お
け
る
35
人
以
下
学
級
編

制
を
、
小
学
１
～
３
年
生
に
加
え
、
小

学
４
年
生
ま
で
に
拡
充
し
、
教
員
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

と
し
っ
か
り
向
き
合
え
る
体
制
を
強
化

し
ま
す
。

子どもの成長段階に応じた子育て相談会を開
催するなど、切れ目のない支援を実施します



令和４年度の予算については、仙台市ホームページ（サイト内
検索で「仙台市の財政」と検索）をご覧ください

9 8

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
確
か
な
学
力
育
成　
　
　
　
　
　
　

　
３
億
９
８
３
１
万
円

●
新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
た
教
育

　
の
充
実　
　
　
　
　
２
２
３
６
万
円

●
仙
台
自
分
づ
く
り
教
育
推
進

６
５
４
９
万
円

●
学
校
教
育
施
設
整
備

１
１
２
億
６
４
２
９
万
円

●
人
と
猫
と
の
共
生
支
援

４
７
０
万
円

●
感
染
症
対
策

38
億
３
０
２
５
万
円

●
ユ
ー
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進８

０
７
万
円

●
地
域
施
設
整
備

48
億
５
４
１
３
万
円

●
交
通
安
全
対
策

34
億
５
４
１
０
万
円

●
地
域
安
全
対
策

８
３
７
５
万
円

●
消
費
者
支
援

３
２
１
７
万
円

●
多
文
化
共
生
推
進

３
９
３
９
万
円

市
役
所
業
務
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

10
億
９
３
０
０
万
円

　
共
通
事
務
の
集
約
化
や
手
順
の
見
直

し
な
ど
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
化
や

最
適
化
を
図
る
業
務
改
革
（
Ｂ
Ｐ
Ｒ
）

を
推
進
す
る
ほ
か
、
職
員
の
テ
レ
ワ
ー

ク
環
境
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

３
２
３
億
９
２
５
７
万
円

　
安
心
し
て
利
用
で
き
る
公
共
施
設
の

将
来
に
わ
た
る
持
続
的
な
提
供
に
向
け
、

経
営
的
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
施

設
整
備
や
維
持
管
理
の
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。 市

役
所
経
営

そ
の
他
の
主
要
事
業

●
窓
口
サ
ー
ビ
ス
向
上
策
の
展
開

２
億
４
５
２
万
円

●
人
材
育
成
機
能
・
組
織
力
強
化

２
０
８
２
万
円

●
公
文
書
館
整
備

４
８
２
０
万
円

●
市
税
等
の
収
納
率
向
上
対
策

２
億
３
５
８
３
万
円

●
総
合
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
運
用

８
９
８
７
万
円

夜
間
中
学
の
設
置
推
進４

９
８
７
万
円

　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
義
務
教
育
を

未
修
了
の
ま
ま
学
齢
を
経
過
し
た
方
な

ど
へ
の
教
育
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

令
和
５
年
度
の
夜
間
中
学
設
置
に
向
け

て
教
室
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

い
じ
め
防
止
等
対
策
推
進　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
16
億
４
８
９
７
万
円

　
い
じ
め
等
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

指
導
の
中
核
を
担
う
教
諭
を
配
置
す
る

ほ
か
、
児
童
生
徒
が
悩
み
を
気
軽
に
相

談
で
き
る
さ
わ
や
か
相
談
員
を
拡
充
し

ま
す
。
ま
た
「
い
じ
め
等
相
談
支
援
室

Sエス
―
Kケ
ッ
ト
E
T
」
を
運
営
し
、
い
じ
め
に

悩
む
児
童
生
徒
等
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

不
登
校
対
策
推
進　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
１
億
８
５
４
１
万
円

　
不
登
校
生
徒
の
学
校
内
の
居
場
所
と

な
る
在
籍
学
級
外
教
室
「
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
に
つ
い
て
、
設
置
校
を
10
校
か
ら

20
校
に
拡
充
し
、
担
当
教
員
を
増
員
し

ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
課

題
に
対
し
て
専
門
的
な
助
言
指
導
が
で

き
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
増
員
し
支
援
体
制
を
強
化
す
る
ほ
か
、

市
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
取
り
組
み

を
掲
載
し
た
情
報
誌
を
新
た
に
発
行
す

る
な
ど
、
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
環

境
づ
く
り
や
適
切
な
支
援
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

障
害
者
保
健
福
祉
の
推
進

３
４
４
億
６
１
９
８
万
円

　
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
子
や
障
害

の
あ
る
子
の
親
を
対
象
に
、
親
な
き
あ

と
の
経
済
的
な
課
題
等
の
解
決
に
向
け
、

学
習
会
や
相
談
会
を
新
た
に
開
催
す
る

ほ
か
、
重
い
障
害
の
た
め
就
労
に
困
難

を
抱
え
る
方
に
対
し
、
通
勤
中
・
就
業

中
の
支
援
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
障

害
児
支
援
や
地
域
生
活
支
援
体
制
の
充

実
、
障
害
理
解
、
就
労
と
社
会
参
加
の

促
進
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境

の
整
備
な
ど
の
各
種
施
策
を
展
開
し
ま

す
。

男
女
共
同
参
画
の
総
合
的
推
進

10
億
９
１
６
８
万
円

　
男
女
が
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
性
別

に
か
か
わ
ら
ず
個
性
と
能
力
を
発
揮
で

き
る
社
会
づ
く
り
に
向
け
、
働
く
女
性

の
活
躍
推
進
や
Ｄ
Ｖ
・
性
暴
力
被
害
者

支
援
な
ど
の
各
種
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
困
難
を
抱
え
た
女
性
・
若
者
の

支
援
に
向
け
「（
仮
称
）
女
性
・
若
者

活
躍
推
進
会
議
」
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
女
性
の
暮
ら
し
や
困
難
に
関
す
る

実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。

地
域
福
祉
の
推
進13

億
６
２
８
０
万
円

　
誰
も
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
多
様
な
担
い
手
に

よ
る
地
域
保
健
福
祉
に
関
す
る
活
動
等

を
推
進
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に

よ
り
住
ま
い
を
失
っ
た
方
に
一
時
的
な

宿
泊
場
所
を
供
与
す
る
な
ど
、
生
活
困

窮
者
の
自
立
に
向
け
た
支
援
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進

13
億
７
１
９
６
万
円

　
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
最
大
限
に
生
か
す

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
、
ス
ポ

ー
ツ
を
核
と
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。
日
常
的
な
運
動
の
習
慣
化
を

図
る
た
め
「『
い
い
ね
！
ス
ポ
ー
ツ
』

せ
ん
だ
い
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
推
進
」
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
参
加
に
向

け
た
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
支
援
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修

な
ど
を
行
い
ま
す
。

ヘ
ル
ス
ケ
ア
向
上
推
進

29
億
３
８
２
９
万
円

　
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
「
歩
こ

う
動
こ
う
脱
メ
タ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
み
ま
す
。
受
動
喫
煙
の
防
止

や
、
慢
性
腎
臓
病
の
予
防
の
た
め
の
保

健
指
導
の
手
法
の
確
立
お
よ
び
医
療
機

関
の
連
携
体
制
の
構
築
に
向
け
た
モ
デ

ル
事
業
に
取
り
組
む
な
ど
、
生
涯
に
わ

た
り
市
民
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

公
共
交
通
活
性
化
等
推
進

４
億
９
２
４
５
万
円

　
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
、
公
共
交
通
を
中

心
と
し
た
利
用
し
や
す
い
交
通
体
系
の

構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。
地
域
交
通
の

試
験
運
行
や
本
格
運
行
に
係
る
経
費
の

助
成
を
行
う
な
ど
、
移
動
手
段
の
確
保

に
向
け
た
地
域
主
体
の
取
り
組
み
を
支

援
し
ま
す
。

プロボノが仕事で培った能力を生
かし、地域課題の解決をサポート
します（写真は泉区住吉台地区で
実施したモデル事業の様子）

地
域
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
サ
ポ
ー
ト

６
億
５
７
４
２
万
円

　
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
の
制
限
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
町
内
会
の
活
動
再
開
を
力
強

く
後
押
し
す
る
た
め
、「（
仮
称
）
町
内

会
応
援
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
加

入
促
進
に
向
け
た
啓
発
等
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
課
題
の
現
状
分
析
・
調
査

や
複
数
団
体
が
協
働
で
行
う
取
り
組
み

に
対
し
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
専
門

的
な
ス
キ
ル
を
も
っ
た
市
民
等
「
プ
ロ

ボ
ノ
」
が
地
域
課
題
の
解
決
を
後
押
し

す
る
取
り
組
み
な
ど
を
進
め
ま
す
。

高
齢
者
保
健
福
祉
の
推
進

48
億
３
２
４
３
万
円

　
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
や
地
域

支
え
合
い
活
動
へ
の
支
援
、
生
活
支
援

体
制
づ
く
り
な
ど
、
高
齢
者
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

各
種
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
住
民
主

体
に
よ
る
訪
問
型
生
活
支
援
活
動
を
促

進
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

の
設
立
や
広
報
に
関
す
る
支
援
を
開
始

す
る
ほ
か
、
次
期
「
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
策
定

に
向
け
た
調
査
等
を
行
い
ま
す
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業

30
億
３
４
０
３
万
円

　
高
齢
者
が
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
介
護
予
防
や
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
介
護
予
防
活
動
の
担
い
手
づ
く
り

や
活
動
の
場
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
フ
レ
イ
ル
状
態
に
な
る

可
能
性
の
高
い
高
齢
者
を
早
期
に
発
見

す
る
た
め
、
生
活
の
場
に
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
専
門
職
等
が
出
向
く
支
援
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
医
療
体
制
の
整
備

7
億
１
７
３
７
万
円

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
よ
る
医
療
需
要

の
変
化
を
踏
ま
え
、
医
療
提
供
体
制
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
本
市

医
療
政
策
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
る
た

め
、
市
内
の
医
療
機
関
等
の
現
況
調
査

を
行
う
と
と
も
に
、
本
市
に
お
け
る
医

療
提
供
体
制
の
現
状
・
課
題
等
を
検
討

す
る
有
識
者
会
議
を
設
置
し
ま
す
。

障害のある方もない方も一緒に楽しむ「ウ
エルフェアスポーツ」の開催などを通して、
障害理解促進に取り組みます

地域の公園等において、訪れた市民に
フレイルのチェックや予防のための助
言を行います

太白区秋保地区の乗り合いタクシー「ぐる
りんあきう」。地域住民が主体となり、本
格運行に向けた検討を進めています



令
和
四
年
三
月
七
日
再
校

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。「
泉
区
民
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
や
「
七
北
田
川
ク
リ

ー
ン
運
動
」、「
泉
ケ
岳
悠
・
遊
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
大

学
が
連
携
し
て
地
域
課
題
の
解
決
を

図
る
「
い
ず
み
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
事
業
」
を
行
う
ほ
か
、
区
民
の
皆

さ
ん
が
自
主
的
に
取
り
組
む
ま
ち
づ

く
り
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。「
青
葉
区
民
ま

つ
り
」、「
宮
城
地
区
ま
つ
り
」
な
ど

を
企
画
・
開
催
す
る
と
と
も
に
、
区

民
主
体
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
課
題
解
決
や

活
性
化
な
ど
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く

り
活
動
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

各区内の主要事業各区内の主要事業

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。「
み
や
ぎ
の
・

ま
つ
り
」
の
開
催
や
「
宮
城
野
盆

唄
」
の
普
及
、
子
育
て
、
防
災
、
地

域
の
魅
力
発
信
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
う
ほ
か
、
公
募
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
次
代
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
若

手
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
研

修
会
等
を
開
催
す
る
と
と
も
に
交
流

の
機
会
を
創
出
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

■
未
来
に
つ
な
ぐ
地
域
力
推
進
事
業

　
東
部
沿
岸
地
域
に
お
い
て
、
東
日

本
大
震
災
の
記
憶
や
経
験
を
後
世
に

伝
え
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然
な

ど
の
魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
、
海
浜

エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

ま
た
、
多
様
な
主
体
の
連
携
に
よ
る

地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

情
報
共
有
・
課
題
検
討
を
行
う
勉
強

会
や
、
実
践
活
動
に
つ
な
が
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。「
太
白
区
民
ま

つ
り
」
や
小
学
生
の
体
験
学
習
事
業
、

大
学
と
の
協
働
に
よ
り
、
若
者
の
ま

ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参
加
を
支
援
す

る
事
業
な
ど
を
企
画
・
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
公
募
に
よ
り
市
民
団
体
が
実

施
す
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
助
成

を
行
う
な
ど
、
地
域
づ
く
り
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

■
未
来
に
つ
な
ぐ
地
域
力
推
進
事
業

　
東
北
学
院
大
学
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス

開
設
を
見
据
え
た
大
学
と
地
域
の
協

働
推
進
や
、
貞
山
運
河
を
含
め
た
海

浜
エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
関
す

る
構
想
の
検
討
、
交
通
資
源
に
関
す

る
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
市
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
町
内
会

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
団
体
に
よ
る

課
題
解
決
を
支
援
し
ま
す
。

■
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
区
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。「
若
林
区
民
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
」
や
「
若
林
わ
く
ド

キ
ま
ち
歩
き
」
な
ど
地
域
の
特
色
を

生
か
し
、
魅
力
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン

ト
等
を
企
画
・
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
自
治
力
向
上
や
活
性
化
を
図

る
た
め
、
公
募
に
よ
り
市
民
団
体
が

自
発
的
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
活

動
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
未
来
に
つ
な
ぐ
地
域
力
推
進
事
業

　
多
様
な
主
体
と
の
連
携
に
よ
り
、

各
地
域
の
活
性
化
と
地
域
力
の
向
上

に
努
め
ま
す
。
南
部
拠
点
地
域
（
長

町
）
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
生
出
・
坪

沼
地
区
の
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
秋
保
地
区
で
は
魅
力
あ

る
体
験
観
光
や
、
空
き
家
の
利
活
用

に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
お
よ
び
移

住
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

宮
城
野
区

　

青
葉
区

　

若
林
区

　

太
白
区

　

泉
区

■
未
来
に
つ
な
ぐ
地
域
力
推
進
事
業

　
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
職
員
が
地
域
に
赴
い

て
町
内
会
活
動
の
支
援
な
ど
を
行
う

「
出
前
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
運
営
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
域
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業
者
な
ど

多
様
な
主
体
が
持
つ
力
を
生
か
し
、

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

強
化
、
学
生
の
参
加
に
よ
る
地
域
づ

く
り
推
進
、
作
並
・
新
川
地
区
活
性

化
、
仙
台
萬ま
ん
本ぼ
ん
さ
く
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
等
の
先
端
技

術
を
活
用
し
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
が
進
む
宮
城
地
区
西
部
（
作

並
・
新
川
地
区
、
大
倉
地
区
）
に
お

■
六
郷
地
区
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

　
六
郷
地
区
の
住
民
や
地
域
の
団
体

を
対
象
に
、
健
康
課
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
い
、
健
康
に
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
未
来
に
つ
な
ぐ
地
域
力
推
進
事
業

　
泉
西
部
地
区
の
活
性
化
に
向
け
、

住
民
主
体
の
取
り
組
み
や
地
域
の
魅

力
発
信
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
課
題
を
抱

え
る
郊
外
居
住
地
区
で
、
地
域
の
皆

「たいはく若者まちづくりフォーラム」では、地
域の魅力創出をテーマに大学との共同講座を開催

「さかいの地区創生会」によるサツ
マイモ収穫体験

小・中学生を対象とした生活習慣病予防
に関する健康教育（写真は六郷小学校）

▼七北田川で地域住民が清掃
活動とアユの稚魚の放流を行
う「七北田川クリーン運動」

▲区民協働で実施している
「いずみ朝市」。新鮮な野菜や
果物などを求め、朝早くから
たくさんの市民が訪れます

「みやぎの・まちづくり若手人材
育成支援事業」では、若者がまち
づくりについて意見交換を実施

蒲生地区のかつての住民の
皆さんによる、「なかの伝
承の丘」の清掃活動

歴史を学びながら新しい魅力を発見する
「若林わくドキまち歩き」

宮城地区西部の町内会に対する
電子回覧システムの説明会

仙台青陵中等教育学校の敷地
内にある「青陵の森」で開催
された自然観察会
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け
る
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

さ
ん
が
大
学
や
民
間
事
業
者
等
と
協

働
で
行
う
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

■
地
域
拠
点
公
園
を
活
用
し
た
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り

　
地
域
と
協
働
で
公
園
の
環
境
整
備

や
運
営
管
理
を
行
い
、
よ
り
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
区
役
所
庁
舎
建た
て

替か
え

事
業

■
根
白
石
児
童
館
建
設
設
計

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
七
北
田
中
学
校
の
校
舎
増
改
築
工

事
を
行
い
ま
す
。

■
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕
（
南

中
山
、
高
森
）

■
松
陵
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕

設
計

■
泉
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修

繕■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
大
規

模
修
繕
（
鶴
が
丘
、
住
吉
台
）

■
南
光
台
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン

タ
ー
大
規
模
修
繕
設
計

■
道
路
整
備

　
泉
塩
釜
線
、
桂
島
上
野
線
等
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

■
道
路
施
設
等
長
寿
命
化
修
繕

　
泉
ケ
岳
ス
ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
の
補

修
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
（
仮
称
）
新
馬
橋
の
整
備
や
、
泉

中
央
駅
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
等

の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
七
北
田
公
園
、
南
光
台
ふ
れ
あ
い

広
場
公
園
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
健
康
づ
く
り

事
業

　
児
童
等
を
対
象
に
心
と
体
の
健
康

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
宮
城
野
中
学
校
の
校
舎
増
築
工
事

を
行
い
ま
す
。

■
原
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

大
規
模
修
繕

■
岡
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

大
規
模
修
繕
設
計

■
鶴
ケ
谷
第
二
市
営
住
宅
団
地
再
整

備
推
進

■
福
田
町
駅
移
転
関
連
道
路
整
備

　
福
田
町
駅
移
転
に
併
せ
て
予
定
し

て
い
る
、
周
辺
道
路
や
駐
輪
場
等
の

施
設
整
備
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
道
路
整
備

　
今
市
福
田
線
、
南
宮
北
福
室
線
等

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
宮
城
野
大
橋
等
の
補
修
工
事
や
、

今
市
橋
の
補
修
お
よ
び
耐
震
工
事
を

行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
高
砂
中
央
公
園
、
鶴
ケ
谷
中
央
公

園
、
仙
台
駅
東
３
号
公
園
等
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

■
区
役
所
庁
舎
増
築
お
よ
び
大
規
模

改
修
工
事

　
施
設
の
利
便
性
向
上
と
長
寿
命
化

を
図
る
た
め
、
区
役
所
庁
舎
の
増
築

工
事
と
大
規
模
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。

■
夜
間
中
学
の
設
置
推
進

　
南
小
泉
中
学
校
で
の
開
設
に
向
け
、

教
室
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
沖
野
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕

■
沖
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

大
規
模
修
繕
設
計

■
道
路
整
備

　
長
喜
城
霞
目
線
、
霞
目
飛
行
場
北

線
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
海
岸
公
園
、
荒
井
南
２
号
公
園
等

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
東
六
番
丁
児
童
館
建
設

■
片
平
児
童
館
建
設
設
計 

■
落
合
保
育
所
建
設
設
計

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
東
六
番
丁
小
学
校
の
校
舎
等
増
改

築
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
旭
ケ
丘
駅
前
公
共
施
設
整
備

■
戦
災
復
興
記
念
館
大
規
模
修
繕

■
貝
ケ
森
市
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修

繕
設
計

■
仙
台
駅
西
口
ガ
ス
灯
改
修

　
経
年
に
よ
り
不
具
合
が
発
生
し
て

い
る
ガ
ス
灯
に
つ
い
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
基
本
に
改
修
を
進
め
ま
す
。

■
道
路
整
備

　
高
畑
定
義
線
、
北
六
番
丁
線
等
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
仙
台
駅
西
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ッ
キ
、
陸
前
落
合
駅
歩
道
橋
等
の
補

修
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
勾
当
台
公
園
再
整
備
基
本
計
画
の

策
定
、
青
葉
山
公
園
、
西
公
園
、
上

杉
公
園
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
郡
山
遺
跡
整
備

　
史
跡
地
の
公
有
化
と
史
跡
公
園
と

し
て
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
学
校
教
育
施
設
整
備

　
東
長
町
小
学
校
お
よ
び
富
沢
中
学

校
の
校
舎
増
築
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
袋
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

大
規
模
修
繕

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
大
規

模
修
繕
設
計
（
大
野
田
別
館
、
人
来

田
）

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
費
補

助
（
富
沢
中
学
校
区
）

■
道
路
整
備

　
郡
山
折
立
線
、
烏
宮
前
街
道
１
号

線
、
仙
台
山
寺
線
等
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

■
橋
り
ょ
う
整
備

　
熊
野
宮
橋
の
整
備
や
、
舘
国
久
線

１
号
橋
等
の
補
修
工
事
、
太
白
大
橋

の
耐
震
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
公
園
整
備

　
富
沢
駅
西
４
号
公
園
等
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

■
八
木
山
動
物
公
園
整
備
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令和４年度予算のあらまし
○一般会計…特別会計、企業会計以外の全ての歳入・歳出を経理。
　行政運営の基本的な経費を計上する会計
○特別会計…国民健康保険や介護保険など、その事業に要する経
費が保険料など特定の収入で原則賄われる会計

○企業会計…民間企業と同じように原則としてサービスの提供で
収益を上げ、その収益で費用を賄う事業の会計。仙台市には下
水道、バス、地下鉄、水道、ガス、病院の各事業があります

令和４年度（前年度比）
一般会計     5,929億円　（165億円増加）
特別会計     3,151億円　（17億円増加）
企業会計     2,296億円　（100億円増加）
合計 １兆1,376億円 （282億円増加）

●令和４年度の会計別の予算規模

※グラフは作成中です

※グラフは作成中です

●歳入内訳（一般会計） （単位：億円）
※〔　〕内の数字は令和３年度当初予算の金額

歳入総額
5,929億円
〔5,764〕

市税 
2,192

〔2,060〕諸収入
376〔454〕

繰入金
430〔460〕

市債 
606
〔683〕

国庫支出金 
1,150
〔951〕

地方交付税
212〔183〕

地方消費税交付金
265〔236〕

その他
248

〔297〕

県支出金
295〔287〕

●【目的別】歳出内訳（一般会計） （単位：億円）
※〔　〕内の数字は令和３年度当初予算の金額

土木費
565
〔562〕

公債費
582

〔616〕

歳出総額
5,929億円
 〔5,764〕

健康福祉費
2,352
〔2,108〕

経済費 
321〔379〕
総務費 

411〔457〕

諸支出金 
77〔79〕

教育費
1,033

〔1,022〕

消防費 
146〔143〕

市民費 
239〔220〕

環境費 
174〔148〕

その他 
29〔30〕

（単位：億円）

平成30 ３２令和元 ４

その他

投資的経費

物件費

補助費等

人件費

扶助費

公債費 義
務
的
経
費

貸付金

5,764 5,929

1,218 1,219

1,259 1,326 

612 580

604 666

785 957
417 

378 

578 574

291 229

　一般会計・特別会計・企業会計を合計した市全体の
予算規模は１兆1,376億円で、前年度比282億円増加し、
震災以降引き続き１兆円を超える規模となりました。
　一般会計では、新型コロナウイルスワクチン接種に係
る経費や、子ども・子育て支援関連経費の増加などによ
り、前年度比165億円増の5,929億円となりました。
　また、特別会計は国民健康保険事業特別会計における
保険給付費の増加などにより17億円増加し、企業会計
はガス事業における原料費の増加などにより、100億円
増加しました。

　本年度は、施政方針に掲げた施策の２つの柱である
「世界に誇る魅力と活力を生み出すまちづくり」・「多様
な視点から一人ひとりの活躍を支えるまちづくり」に重
点的な予算配分を行いました。
　また、地域経済の早期回復・成長促進による安定した
税源の確保に加え、新たな「仙台市役所経営プラン」に
基づく積極的な歳入の確保、事務事業の見直しや効率化
の徹底、公共施設の長寿命化など、将来にわたり持続可
能な財政基盤の確立に向けた取り組みを進めていきます。

「コロナ後の都市間競争に打ち勝ち、世界か
ら選ばれるまち」の実現に向けた財政運営

1,148

1,135

567

715

378

5,390

568
176

703

使用料および手数料
155〔153〕

　国庫支出金は、新型コロナウイルスワクチン接種に係
る補助金の増加などにより199億円増加しました。また、
市税収入は、軽減措置の終了による固定資産税の増加な
どにより132億円増加しました。一方、諸収入は、中小
企業融資預託金の減少などにより78億円減少しました。

国庫支出金や市税収入が増加歳 入

予算についてのお問い合わせは
財政企画課☎214･8111、FAX262･6709、
または市ホームページ 仙台市の財政 検索検索⬅⬅

【目的別の歳出】　社会福祉や保健衛生に要する費用であ
る健康福祉費は、新型コロナウイルスワクチン接種に係
る経費の増加などにより、2,352億円（39.7％）と最
も大きな割合を占めました。次いで博物館維持補修に係
る経費の増加などにより教育費が1,033億円（17.4％）、
公債費が582億円（9.8％）、土木費が565億円（9.5％）
となりました。
【性質別の歳出】　人件費、社会保障給付等の扶助費、借
入金の返済である公債費を合わせた義務的経費は、子ど
も・子育て支援関連経費の増加などにより前年度に比
べて36億円の増加となりました。また、投資的経費は、
松森工場の基幹的設備改良に係る経費の増加などにより
前年度に比べて62億円の増加となりました。

歳 出 義務的経費・投資的経費ともに増加

5,000

      0

1,000

2,000

3,000

4,000

6,000

年度

1,213

1,232

570

586

336

5,411
562
164

748

5,563

1,172

1,195 

575

601

789

337 

723
171

●【性質別】歳出額（一般会計）の推移

編集・発行　仙台市総務局広報課　〒980-8671仙台市青葉区国分町3-7-1　☎022･214･1150　FAX022･211･1921
印刷　㈱ユーメディア

紙へリサイクルできますので、 雑誌として分別してください
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